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 MN-GCOE にて設置されている質量分析装置（LTQ-XL）を、これまで以上に

有効活用することをめざして、「質量分析計 ユーザーズフォーラム」に、技術専

門職の島弘季さんと「技術習得」を目的に参加した。機器メーカー「サーモフィッ

シャーサイエンティフィック社」が主催となって、最新のタンパク質や低分子化合

物、化学修飾などの解析技術の情報収集と交渉をおこなう場を提供した。 

 「質量分析計 ユーザーズフォーラム」の会場では、基調講演として、広島大学

大学院医歯薬学研究科ならびに独立行政法人理化学研究所生命システム研

究センターの升島努先生を拝聴した。この講演では、「1細胞リアルタイム質量分

析法」の第一人者として、その成果を報告された。他にも、LTQ-XL の機器説明

やイオントラップ法やフーリエ変換型質量分析（Orbitrap）の詳細な解析技術を

学んだ。分科会にも参加し、「オミックス・生体高分子」や「低分子測定」、「医療

技術への応用」の分野ごとの最新情報と、技術相談をおこなった。今後の研究

活動に、十分に活用できると考えている。 

 

（Selected Reaction Monitoring <SRM>によるタンパク質定量ツール） 

＜麻布大学獣医学部 上家潤一先生の講話（ペプチド選択法について）＞ 

質量分析装置による、タンパク質定量には、あるタンパク質特有の検出可能なペ

プチドを予め探し出しておいたり、条件検討から見いだしたりしておく必要があ

る。決定したペプチドの安定同位体合成ペプチドを内部標準にして、あるタンパ

ク質の定量をおこな

う 方 法 を Selected 

Reaction Monitoring 

<SRM>という。講演

では、定量のための

内部標準をどのよう

に工夫するのかとい

う点についてもご紹

介いただいた。以下

の図は、SRM をおこ

なうための、有効な

検出可能ペプチドの

検索サイト（無料）を

示している。 
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（サーモフィッシャーサイエンティフィック社ソフトウェア情報サイト） 

プロテオミクス解析に必須の最新ソフトウェアの情報や、そのソフトのβ版利

用法などが紹介されている。 

 

 

 
※ 出張後 10 日以内に報告書を提出してください。 HP に掲載することがあ

ります。 
※ 技術解説・プロトコルに焦点をあてたものを記載してください。 
※ 可能であれば写真も添付してください。 
※ 用紙が不足する場合は、適宜加えてください。 
 


